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分 類 移住・定住 観光 ＰＲ 宅地開発 商業の活性化 まちづくり 

第１回会議の意見 ○転勤などで住所変更する
時は、住む場所の治安・教
育(通学距離･学校の様子
など)を考える。 
○恵那市内でも高校に通う
のが 
不便なので街中へ転居す
る人もいる。 
○仕事の都合で引越ししな
けれ 
ばならない人は現実には
単身赴任が多い。⇒子ども
が小さいと世帯で移住す
ることもある。 
○田舎暮らしのニーズは多
いし、若い人のニーズも今
後増えそう。 
○二地域居住や回帰したい
との 
相談も多い。 

○観光名所はあっても「食」
が足りない感じがする。⇒
地元の物を使っておいしい
料理を。 
○東京で行われていた食の
まつりで「恵那」を知って
いる人は少なかった。（６・
７年前）⇒知ってもらうこ
とが大切。 
○観光面からは全国に発信
できるのは「木曽路」。ここ
から付随した恵那の魅力を
使うのがいい。 
○観光旅行は個性的になっ
ている。(歴女や山ガールな
ど)⇒こだわりの人たちに
来てもらえるようなところ
が必要。 
○観光をネットワーク化し
て提案していくことが大
切。 
○観光のスタイルもバスか
らマイカーに。団体から個
人に移ってきている。 
○色々なイベントを仕掛け
ることも必要。 

○企業では東京と結ばれて
いるところもあるが、それ
が「恵那」につながらない。
○他人(知人)にアピールでき
る「名所」が必要。恵那に
は沢山ある。 
○PR 方法をよく考えること
が大切。コストをかけずに
できることもある。昔の、
みのじのみのり祭りではテ
レビニュースに取り上げら
れずいぶん宣伝になったこ
ともあった。 
○高速道路インターが近く
にあったり、JRですぐに名
古屋などへ行けるというの
は魅力。 
○定期的に継続してPRを行
い知名度を上げる事が必
要。 

○恵那は土地が動かない。農
地法による抑制も要因の
ひとつ。耕作放棄地とな
り、外来種の草が生え景観
を悪くしている。 
○宅地開発も田舎らしさを
だして、菜園付きなどとす
るといい。都会と同じマン
ションではだめ。 
○農振地域の見直しを含め
て計 
画すべき 
 

○リニア特需が疑問。商店街
は大変で、15 年後に同じ
形態を続けていられるか
などの不安がある。 
○行きたくなるような商店
街が必要 
○やはり居住人口を増やす
ことが大切。 
○人口ばかりでまちを考え
ると難しい。他の価値観を
考えてもよい。 
○新しい産業やサービスを
考えることもよいと思う。 

○明知鉄道でリニアまちづ
くりの市民会議を立ち上
げた。⇒景観の整備やＳＬ
の動態保存を行うことと
している。 
○まちづくりは誰かがやっ
てくれると思っていては
ダメ。みんなが危機感をも
って、今何かしないと後々
大変なことになる。という
講演を聞いた。明智ではこ
れを実践しようとがんば
っている。 
○この市民委員会などまち
づくりに関する情報が市
民と共有されていない。 
○白川村では人口は少ない
が歴史を残してきた結果、
よそからお嫁さんが来た
り、観光客が多く訪れる。
○今あるものを活用するた
めにはいろんな角度から
見ることが必要。例えば
「撮り鉄」を対象にした絶
好の場所を見つける。リニ
アの駅では在来線特急と
リニアが併走するような
場所があれば多くの人が
集まるのでは。 
○恵那の良さ⇒災害が少な
い安全な地盤というのを
売りに本社機能を誘致す
るなど。都会との時間距離
がいいことも売りにでき
る。 
 

       



まちづくり

観光

定住・移住

テーマ
□観光交流人口の拡大 □二地域居住者・移住者の受け入れ □恵那らしい景観の維持・形成

子どもが小さい
⇒ 世帯で移住：地
域の治安･教育・生
活の利便性を重視

子どもが大きい
⇒ 単身で移住：
どこでもいいがで
きれば会社の近く

観光名所はたくさん
あっても食事場所が少
ないイメージ

恵那を知ってもらう

旅行は個性
歴史や山登りなど
「こだわり」を重視

PR方法を考える
低コストでも可能

明知鉄道でSLの復活

恵那は土地が動かない

景観が悪化

宅地開発できるの
ならば「菜園付
き」など都市部と
の差別化を

恵那の良さ
自然・歴史・高速道
路インター・JR線の
駅・災害が少ない
など

誰かがやってくれるの
ではなくみんなでやる

市民委員会の活動や
地域のまちづくり活
動の情報共有が必要

観光のシンボルと恵
那らしさの象徴

まちづくり活動

そのためには

転勤者の事例

恵那市内でも高校
通学のためなどの
理由で街中へ転居
する事例がある

都市部から程よい時間で移
動(今は名古屋・リニアでは
東京)

PRポイント

「木曽路」が全国的に知られて
いる。ここから展開するといい

農地法の規制も要因のひとつ

明知鉄道沿線の
景観整備を

リニア特需が疑問
商店街で15年後に同
じ形態を続けていられ
るかなどの不安がある

本社機能の誘致
サテライトオフィスの立地

白川村では歴史を残し
てきたおかげで多くの
人が訪れる

いろんな角度から見ることが必要

地元の物を使って
おいしい料理
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